
高圧ガス保安法爆発限界試験報告書
　下記のとおり、高圧ガス保安法通達（高圧三号）A法による爆発限界の測定結果を報告します。
1　冷媒ガス名（国際標準登録名）：
2　混合ガスの場合、その標準組成および公差： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3　混合ガスの場合、試験ガスの組成：　　　
4　その他：詳細な説明（試験機関による報告書等）がある場合には別途添付

表1　爆発限界測定結果（標準組成）
測定温度：　　　　　±　　　℃
測定圧力：　　　　　±　　　kPa
量論濃度：　　　％
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判定：　　可燃　・　不燃
爆発上限：　　　　容量% (vol%)
爆発下限：　　　　容量% (vol%)

確認事項
使用した爆発容器内部の概略図を以下に記載すること。
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　通達には、『第１図に示すような装置を用いる。』と記されており、同等の結果が得られるならば容器の構造にある程度の自由度が与えられている。
　『第１図に示すような装置』の条件として、例えば、
・熱電対は容器真上に配置し、内壁面から内側に5～10mm突出す。
・容器中心から仰角30°内に、熱電対以外のいかなる構造物も置かない。
等が想定される。
　しかしながら、上記の条件を満たさない容器であっても、通達第１図の容器と同等の結果が得られるかも知れない。
　そこで、上記の条件を満たさない容器については、通達第１図の容器と同等の結果が得られる証拠（例えば２以上のガスの測定結果の比較等）を示すことによって、『第１図に示すような装置』としての使用を可とする。　
使用した爆発容器内部の概略図
	


注1) 混合冷媒においては、標準混合組成のガスを用いて試験すること。
注2) 使用する空気は、室内空気を乾燥管を通して導入するか、または酸素濃度21.0 ±0.1容量%（vol%）のボンベ入り空気を使用すること。
注3) 爆発限界を持たないと推定されるガスについて、測定する濃度範囲は、量論濃度の0.9倍以下から1.3倍以上とし、各濃度につき1回以上測定すること。
(1) 量論濃度の0.9倍が10vol%未満の場合：濃度が10vol%未満の範囲は濃度刻みを0.5vol%以下とし，10vol%以上の範囲は濃度刻みを1vol%以下とする。
(2) 量論濃度の0.9倍が10vol%以上で，1.3倍が65vol％未満の場合：量論濃度の0.9倍と1.3倍の2点で試験する。
(3) 量論濃度の0.9倍が10vol%以上で，1.3倍が65vol％以上の場合：濃度刻みを10vol%以下とする。
注4) 着火と判定する温度変化は、50℃以上とすること。
注5) 試験開始前の測定温度は、25℃±2℃に設定する。
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